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ル
ス
を
寄
せ
付
け
な
い
最
大
の
武
器
で
あ
る
。

一
．
水
道
の
直
飲
率
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
死
者
数
と
の
関
係

　

四
月
五
日
現
在
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
千
人
以
上
の
死
者
を
数
え
て
い
る
国
は
、
米

ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
の
調
査
に
よ
る
と
イ
タ
リ
ア
（
死
者
数
一
万
五
千
八
百
八
十
七

人
）、
ス
ペ
イ
ン
（
一
万
二
千
六
百
四
十
一
人
）、
米
国
（
九
千
六
百
十
八
人
）、
フ
ラ
ン
ス
（
八

千
七
十
八
人
）、
英
国
（
四
千
九
百
三
十
四
人
）、
イ
ラ
ン
（
三
千
六
百
三
人
）、
中
国
（
三
千
三

百
三
十
一
人
）、
ド
イ
ツ
（
千
五
百
八
十
四
人
）、
オ
ラ
ン
ダ
（
千
七
百
六
十
六
人
）、
ベ
ル
ギ
ー

（
千
四
百
四
十
七
人
）
な
ど
で
あ
る
。

　

そ
れ
ら
の
国
に
対
し
世
界
で
水
道
水
を
蛇
口
か
ら
直
接
飲
ん
で
も
お
腹
を
壊
さ
な
い
（
直
飲

率
）
国
は
、
日
本
を
は
じ
め
、
わ
ず
か
十
六
カ
国
し
か
な
い
。
つ
ま
り
全
国
津
々
浦
々
に
消
毒
さ

れ
た
水
道
水
が
供
給
さ
れ
て
い
る
国
で
あ
る
。
で
は
具
体
的
に
国
名
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
死
者
数
（
米
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
の
調
査
数
値
）
を
見
て
み
よ
う
。

　

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
（
死
者
数
百
五
十
八
人
）、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
（
二
十
八
名
）、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

（
四
百
一
人
）、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
二
百
四
人
）、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
（
二
十
八
人
）、
ク
ロ
ア
チ
ア
（
十
五

人
）、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
（
一
人
）、
カ
ナ
ダ
（
二
百
八
十
人
）、
日
本
（
八
十
五
人
）
な
ど
で
あ
る
。

　

我
田
引
水
的
で
あ
る
が
、
水
質
が
良
く
、
塩
素
な
ど
に
よ
る
消
毒
が
完
全
に
行
わ
れ
て
い
る
国

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
の
感
染
は
二
百
八
カ
国
・
地
域
で
確
認
さ
れ
、
世
界
全
体
の
感
染
者

数
は
百
二
十
七
万
人
を
超
え
、
死
者
数
は
六
万
九
千
人
に
達
し
た
（
米
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス

大
学
、
四
月
六
日  

２
：
25　

Ｇ
Ｍ
Ｔ
）
さ
ら
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
日
に
日
に
拡
大
し
、
世
界
を

恐
怖
に
陥
れ
て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ
特
効
薬
は
な
く
、
我
々
が
自
衛
で
き
る
の
は
、
①
手
洗
い
の

励
行
や
、
②
マ
ス
ク
の
着
用
し
か
な
い
。
世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）、
米
国
疾
病
対
策
セ
ン
タ

ー
（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
や
各
国
の
衛
生
保
健
省
な
ど
は
、
と
に
か
く
水
道
水
で
の
手
洗
い
の
励
行
を
促
し

て
い
る
。
な
ぜ
水
道
水
な
の
か
、
①
手
に
付
い
た
ウ
イ
ル
ス
を
水
で
洗
い
流
し
、
②
水
道
水
中
の

残
留
塩
素
に
よ
る
消
毒
が
期
待
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
塩
素
に
弱
く
十

秒
か
ら
二
十
秒
で
死
滅
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
身
近
に
あ
る
水
道
水
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
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地
域
に
は
す
べ
て
巨
大
な
水
道
橋
（
標
高
差
で
送
水
）
が
存
在
し
て
い
た
。

　

豊
富
な
水
は
ロ
ー
マ
市
民
の
公
衆
浴
場
や
ト
イ
レ
に
供
給
（
上
水
道
）
さ
れ
、
そ
の
排
水
は
、

豊
富
な
水
で
即
座
に
谷
に
放
水
（
下
水
道
の
役
目
）
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
市
内
随
所
に
見
ら
れ

た
噴
水
は
、
実
は
水
の
量
と
圧
力
を
監
視
す
る
バ
ロ
メ
ー
タ
で
も
あ
っ
た
。
ロ
ー
マ
人
・
一
人
一

日
当
た
り
、
な
ん
と
約
千
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
水
が
供
給
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
ロ
ー
マ
帝
国
の
領

土
拡
大
に
つ
れ
、
水
道
の
技
術
者
集
団
が
各
地
へ
分
散
し
、
そ
の
結
果
、
水
道
橋
の
維
持
管
理
が

で
き
な
く
な
り
、
最
後
は
蛮
族
の
侵
入
を
恐
れ
た
ベ
リ
サ
リ
ウ
ス
将
軍
が
、
水
道
橋
の
入
り
口
や

坑
道
を
レ
ン
ガ
と
セ
メ
ン
ト
で
完
全
に
閉
鎖
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
水
不
足
に
連
れ
感
染
症
が
蔓
延

し
ロ
ー
マ
帝
国
は
滅
亡
に
向
か
っ
た
。
豊
富
な
水
で
繁
栄
し
た
ロ
ー
マ
帝
国
は
、
最
後
は
水
で
滅

亡
し
た
の
で
あ
る
。

・
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
襲
っ
た
ペ
ス
ト
…
…
欧
州
人
口
が
三
分
の
一
に
激
減

　

欧
州
の
人
口
は
順
調
に
増
大
し
一
三
〇
〇
年
に
は
七
千
三
百
万
人
ま
で
膨
れ
上
が
っ
た
。
し
か

し
一
三
四
八
年
に
ペ
ス
ト
（
黒
死
病
）
が
大
流
行
し
、
わ
ず
か
三
年
間
で
欧
州
人
口
の
三
分
の
一

が
失
わ
れ
た
。
な
ぜ
疫
病
が
蔓
延
し
た
の
か
、
そ
の
大
き
な
原
因
は
汚
水
・
汚
物
処
理
の
衛
生
概

念
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

例
え
ば
パ
リ
な
ど
の
路
上
は
人
や
動
物
の
糞
尿
が
あ
ふ
れ
、
セ
ー
ヌ
川
に
は
屠
殺
さ
れ
た
牛
や

豚
の
臓
物
や
血
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
流
れ
込
ん
だ
。
う
っ
か
り
道
端
を
歩
け
ば
、
頭
上
か
ら
容

で
は
爆
発
的
な
感
染
が
少
な
く
、
ま
た
死
者
数
が
少
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
勿
論
人
口

密
度
、
風
習
、
生
活
習
慣
な
ど
の
差
異
が
あ
り
一
概
に
言
え
な
い
が
、
興
味
深
い
数
値
で
あ
る
。

日
本
に
お
い
て
も
水
系
感
染
症
の
疑
い
が
あ
る
時
は
、
水
道
水
中
の
残
留
塩
素
濃
度
（
通
常
は

〇
・
一
㎎
／
Ｌ
）
を
高
め
る
運
転
が
行
わ
れ
て
い
る
。
で
は
水
道
と
水
系
感
染
症
と
の
歴
史
的
な

背
景
を
見
て
み
よ
う
。

二
．
安
全
な
水
が
無
い
と
、
ど
う
な
る

　

日
本
は
水
資
源
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
年
）
横
浜
の
近
代
水
道
（
圧
力

配
管
で
送
ら
れ
、
殺
菌
さ
れ
た
水
）
か
ら
始
ま
り
、
今
で
は
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
全
国
ど
こ
で
も
安

全
な
水
を
飲
む
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
国
連
の
報
告
で
は
、
全
世
界
で
約
八
億
八
千
四
百
万
人

が
安
全
な
水
を
利
用
で
き
ず
、
約
二
十
五
億
人
が
ト
イ
レ
な
ど
基
本
的
な
衛
生
設
備
を
利
用
で
き

な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
毎
年
約
百
八
十
万
人
以
上
の
乳
幼
児
が
水
系
伝
染
病
（
赤
痢
、
チ
フ

ス
、
下
痢
）
な
ど
で
死
亡
し
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
水
は
人
間
が
生
き
て
い
く
う
え
で
必
要

不
可
欠
な
資
源
だ
。
で
は
安
全
な
水
が
無
い
と
何
が
起
こ
っ
た
の
か
、
ま
ず
は
歴
史
的
な
背
景
か

ら
見
て
み
よ
う
。

・
豊
富
な
水
で
繁
栄
し
た
古
代
ロ
ー
マ
帝
国

　

古
代
ロ
ー
マ
帝
国
は
地
中
海
を
支
配
下
に
お
い
て
強
大
な
勢
力
を
誇
っ
て
い
た
。
彼
ら
の
支
配
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れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
水
道
普
及
率
と
下
水
道

普
及
率
の
向
上
と
相
ま
っ
て
水
系
経
口
感
染
症

（
コ
レ
ラ
、
赤
痢
、
腸
チ
フ
ス
、
パ
ラ
チ
フ
ス
な

ど
）
患
者
数
が
激
減
し
た
。（【
図
１
】
参
照
）

　

二
〇
一
九
年
現
在
、
日
本
の
水
道
普
及
率
は

九
八
％
、
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
が
九
一
・
四

％
を
突
破
し
、
世
界
に
冠
た
る
公
衆
衛
生
の
良

い
国
に
な
っ
て
い
る
。

　

さ
い
ご
に

　
「
世
界
の
歴
史
は
感
染
症
と
の
戦
い
の
歴
史
」

で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
戦
い
に
勝

っ
た
の
は
上
下
水
道
の
普
及
で
あ
る
。
毎
日
な

に
げ
な
く
使
っ
て
い
る
上
下
水
道
に
感
謝
し
、

次
世
代
の
為
に
、
持
続
可
能
な
上
下
水
道
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
要

求
さ
れ
て
い
る
。

赦
な
く
、
お
ま
る
に
溜
ま
っ
た
糞
尿
が
ぶ
ち
ま
け
ら
れ
た
。
町
は
悪
臭
に
満
ち
、
そ
れ
は
王
宮
に

ま
で
及
ん
だ
。
あ
の
栄
華
を
極
め
た
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
に
も
ト
イ
レ
が
な
く
、
宮
殿
の
庭
は
糞

便
し
尿
で
溢
れ
か
え
っ
て
い
た
。
匂
い
消
し
の
為
に
香
水
が
発
達
し
、
汚
物
（
糞
尿
）
を
踏
ま
な

い
た
め
に
丈
の
高
い
靴
（
ハ
イ
ヒ
ー
ル
、
男
性
用
）
が
考
案
さ
れ
普
及
し
た
歴
史
で
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
衛
生
状
態
で
、
ひ
と
た
び
疫
病
が
発
生
す
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
パ
リ
を
初
め

欧
州
各
地
に
蔓
延
し
、
五
千
万
人
の
命
が
奪
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

一
三
七
〇
年
、
パ
リ
で
下
水
道
の
函
渠
が
初
め
て
完
成
し
、
そ
の
後
三
百
七
十
年
経
っ
て
パ
リ

の
環
状
下
水
道
網
（
ビ
ク
ト
ル
・
ユ
ー
ゴ
ー
の
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
に
も
登
場
す
る
）
が
完
成
し
た
。

下
水
道
の
整
備
が
、
そ
の
後
の
疫
病
の
大
流
行
を
防
い
で
き
た
の
だ
。

三
．
日
本
…
…
水
に
係
る
公
衆
衛
生
の
歴
史

　

日
本
は
昔
か
ら
、
し
尿
を
農
作
物
の
肥
料
と
し
て
用
い
て
お
り
、
川
に
流
し
た
り
、
道
路
に
捨

て
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
明
治
時
代
に
な
る
と
人
々
が
東
京
な
ど
の
大
都
市
に
集
ま
り
、
そ

の
く
み
取
り
便
所
が
大
雨
で
溢
れ
た
り
、
汚
物
・
汚
水
が
低
地
に
溜
り
、
伝
染
病
が
頻
発
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
明
治
二
十
年
に
日
本
で
初
め
て
の
近
代
水
道
が
横
浜
で
作
ら
れ
た
。
ま
た
本
格
的

に
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
都
市
人
口
が
急
増
し
た
昭
和
三
十
年
以
降
で
あ

る
。
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
年
）
新
下
水
道
法
が
制
定
さ
れ
、
下
水
道
が
全
国
的
に
普
及
さ
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【図１】わが国における水系経口感染症発生状況の年次推移


